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富
山
大
学
人
間
発
達
科
学
部
日
本
文
学
会
会
則

第
一
条

こ
の
会
は
富
山
大
学
人
間
発
達
科
学
部
日
本
文
学
会
と
称

し
、
事
務
局
を
富
山
大
学
人
間
発
達
科
学
部
日
本
文
学
研
究

室
（
富
山
県
富
山
市
五
福
三
一
九
〇
）
に
置
く
。

第
二
条

こ
の
会
は
会
員
相
互
の
協
力
に
よ
り
、
日
本
文
学
研
究
を

進
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
三
条

こ
の
会
は
前
条
の
目
的
の
達
成
の
た
め
に
次
の
事
業
を
行

う
。

１

研
究
発
表
会
、
公
開
講
演
会
な
ど
の
開
催
。

２

機
関
誌
な
ど
の
刊
行

３

そ
の
他
、
会
の
目
的
の
達
成
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項
。

第
四
条

こ
の
会
の
設
立
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
富
山
大
学
人
間
発
達

科
学
部
日
本
文
学
分
野
の
教
員
お
よ
び
在
学
生
、
院
生
、
卒

業
生
、
修
了
生
を
も
っ
て
会
員
と
す
る
。
こ
の
他
、
こ
の
会

の
設
立
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
も
の
を
も
っ
て
会
員
と
す
る
。

第
五
条

前
条
の
会
員
は
一
般
会
員
及
び
維
持
会
員
で
組
織
す
る
。

『
富
山
大
学
日
本
文
学
研
究
』
の
投
稿
・
査
読
に
つ
い
て

本
会
で
は
次
の
要
領
で
会
員
の
日
本
文
学
・
日
本
文
化
に
関
わ
る

論
文
投
稿
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

枚
数

一
〇
～
三
〇
枚

電
子
デ
ー
タ
に
よ
る
入
稿
（
一
太
郎
も
し
く
はW

o
r
d

）

投
稿
希
望
者
は
前
年
度
三
月
末
ま
で
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

掲
載
の
方
に
は
本
誌
五
部
を
謹
呈
い
た
し
ま
す
。

投
稿
論
文
の
採
否
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
審
査
方
法
を
と
り
ま
す
。

二
名
の
編
集
委
員
が
査
読
し
、
編
集
委
員
会
で
審
議
し
、
以
下
の
採

否
を
決
定
し
ま
す
。

Ａ
採
用
（
字
句
・
表
現
の
修
正
を
求
め
る
場
合
も
あ
る
）

Ｂ
条
件
付
き
採
用
（
改
稿
を
求
め
る
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
再
審
査
す

る
）

Ｃ
不
採
用
（
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
、
次
号
以
降
へ
の
再
投
稿
を
促
す
）

Ｄ
不
採
用
（
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
な
い
）

編
集
後
記

学
部
改
組
へ
の
対
応
と
し
て
、
今
年
度
は
正
規
号
と
臨
時
増
刊
号

を
刊
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
お
か
け
で
日
本
文
学
だ
け
で
な
く
、

書
道
・
日
本
語
学
・
国
語
科
教
育
の
論
考
を
掲
載
で
き
た
。
ご
寄
稿

い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

編
集
委
員:

近
藤
周
吾
・
武
田
裕
司
・
西
田
谷
洋
・
牧
千
夏
・
宮
城
信

富
山
大
学
日
本
文
学
研
究
臨
時
増
刊
第
一
号

二
〇
二
一
年

二
月
二
〇
日

印
刷

二
〇
二
一
年

三
月
一
〇
日

発
行

発
行
者

富
山
大
学
人
間
発
達
科
学
部
日
本
文
学
会

発
行
所

九
三
〇
―
八
五
五
五

富
山
市
五
福
三
一
九
〇

富
山
大
学
人
間
発
達
科
学
部
西
田
谷
研
洋
究
室

〇
七
六
―
四
四
五
―
六
三
〇
八


